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都 市 建 設 委 員 会 資 料 
令 和 ８ 年 ６ 月 １ ０ 日 
まちづくり推進室まちづくり調整課 

まちづくり推進室鉄道立体化推進課 
 

大山駅周辺のまちづくりの状況について 

１ 大山町ピッコロ・スクエア周辺地区市街地再開発事業 

 

 

 

 

 

 

 

 【事業概要】 

市街地再開発事業により、補助第 26 号線

の西側地域に人の流れを引き込み、交流・に

ぎわいを維持するため、土地の合理的かつ健

全な高度利用と都市機能の更新による拠点

の形成を図る。 

【経緯と今後の予定】 

令和３年度 都市計画決定 

令和５年度 組合設立認可 

令和７年度 権利変換計画認可申請 

令和８年度 権利変換計画認可、工事 

【計画概要】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区画面積 約 1.3ha 

街区区分 A街区 B街区 

延床面積 約 40,530 ㎡ 約 29,690㎡ 

高さ 107ｍ 107ｍ 

階数 
地上 28 階／ 

地下１階 

地上 28階／ 

地下１階 

主要用途 
住宅、店舗、 

駐車場 等 

住宅、店舗、 

駐車場 等 

住戸数 324 戸 247戸 

＜配置図＞ 

＜完成イメージ＞ 

配置図及び完成イメージは大山町ピッコロ・スクエア

周辺地区パンフレットより引用 

A街区 

B街区 

A街区 
B街区 

＜全体位置図＞ 

大山町ピッコロ・スクエア周辺地区

（市街地再開発事業） 

大山町クロスポイント周辺地区 

（市街地再開発事業）R6.12工事完了 
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補助第 26号線暫定整備地 
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２ 公共空間を活用した地域の交流やにぎわい創出に向けた取組 

 大山駅西地区では、地域主体の共創によるまちづくり組織「空間活用計画部会」が中心

となり、再開発や道路事業等で新たに創出される公共空間（広場・公園・道路等）を活用

した公民連携による実証実験を実施し、地域の交流やにぎわい創出に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大山駅の駅前広場 

【事業概要】 

補助第 26号線の整備や東武東上線の鉄

道立体化を見据え、各交通機関への乗り

換え利便性の向上を目的に駅前広場の

整備を行う。 

令和７年度末時点の用地取得率は約

15％(５画地)となり、今年度も引き続き

用地折衝を行っていくとともに、関係機

関等との協議を進め事業の進捗を図る。 

なお、東京都が事業主体で進めている

連続立体交差事業は、令和６年 11月に 

東武鉄道が工事説明会を開催し、現在、

準備工事に着手している。 

 

名称 東京都市計画道路事業 区画街路 板橋区画街路第９号線 

規模 
取付道路部分 延長 23ｍ、幅員 16ｍ、2 車線 

交通広場 面積 3,348 ㎡ 

経緯 
都市計画決定 

事業認可 

令和元年 12 月 

令和３年 12 月 

公共空間を活用した実証実験（R7.8.24） 

大山駅の駅前広場 

名 称 東京都市計画道路 区画街路 板橋区画街路第９号線

規模
取付道路部分 延長約２０ｍ、幅員１６ｍ、２車線

交通広場部分 面積：約３，３００㎡

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺１／２，５００地形図を利用して作成したものである。
（承認番号）３０都市基交著第２１号。なお、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したものである。
（承認番号）３０都市基街都第４９号。

公共空間を活用した実証実験（R7.10.26） 

クロスポイント再開発で整備された広場 補助第 26号線暫定整備地 

 

 


